
 

祝！第１２１回卒業証書授与式 卒業生の未来に幸あれ！ 

 令和５年度卒業生８０名の皆さん。卒業おめでとうございます。令和３年４月に私も皆さんと一緒に米商にや

ってきました。一年生の頃から傍で見ていた皆さんが卒業することが不思議な気さえします。本当に時の流れ

は早いです。皆さんも同じように感じているとは思いますが、年齢を重ねている人の方が時間の流れは早く感じ

るものです。年々加速していく時間の流れ、つまり時間を大切に過ごしてください。３月は学校にとって寂しい月

です。卒業式もありますし、人事異動もあります。毎年思う事があります。それは日本の年度替わりが春で良か

ったなということです。もしも年度末が１２月とかだったら卒業式会場を出たら吹雪だった（笑）なんてことだってあ

るかもしれません。春だからこそ寂しさが癒され、次の出会いに胸を躍らせることができると思います。 

 地元に残る人、出る人 様々な人がいます。初めての一人暮らしをする人もいることでしょう。そこでお願いで

す。寂しい気持ちでいるのは卒業式当日までにしましょう。翌日からは米商の思い出は一端心に閉まって次の

出会いに向かってほしいのです。新しい環境になったら、できるだけ昔の話はしないようにしましょう。せっかく新し

い仲間ができた時に「高校時代の仲間は最高だった」「高校時代に戻りたい」なんて言葉を聞いたら、新しい

仲間はどう思うでしょうか。単なる思い出話しとして聞いてくれるかもしれませんが、あまりいい思いはしないはずで

す。それよりも過去は一端忘れて、新しい土地、新しい仲間、新しい全てにどっぷりと浸かってください。故郷は

逃げたりしません。いつも皆さんを迎えてくれます。期待よりも不安の方が大きくても、期待の方が大きいふりして

顔晴ってみてください。きっと大丈夫ですよ！令和５年度第３学年の皆さん 新たな世界に行ってらっしゃい！ 

保護者の皆さまへ  本日は卒業式おめでとうございます。そして３年間 本校の教育活動にご理解とご協力賜

りましたことに深く感謝申しあげます。素晴らしい生徒でした。まだまだ放したくないのですが、旅立ちを邪魔する

ことはできません。保護者の皆さまもお身体を大切にされてまだまだ子供さんの応援団でいてください！ 
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卒業おめでとうございます 


